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（１） みんなの想い集とは

（延べ）3,474 人
この数字は、これからの長久手市のまちづくりの指針となる

次期総合計画（愛称：ながくて未来図）の策定にあたり、

様々なカタチで、関わっていただき、意見をくださった方の人数です。

この『みんなの想い集』は、

その3,474人のご意見、いわば、

まちへの『想い』が込められた大切な資料です。

この『みんなの想い集』では、みなさんの大切な想いを受け、

今後の長久手市のまちづくりについて、

「大切にしたい５つのモノ」と「６つのカテゴリー」

を導き出し、意見を整理しました。

大切にしたい５つのモノは、

「笑顔」「あいさつ」「役割」「つながり」「愛着」に分けられ、

どのカテゴリーの取組を進める上でも、重要となるものです。

６つのカテゴリーは、

「人づくり」「子ども」「自然環境」「生活」「交流」「都市整備」に分けられ、

それぞれのカテゴリーごとに、具体的な目指すまちの姿となる基本目標を設定します。

そして、６つのカテゴリーにおける基本目標の達成を目指していくことで、

市全体の10年後の理想のまちの姿（＝「まちの将来像」）に、近づいていきます。

また、その過程で「大切にしたい５つのモノ」がさらに育まれていきます。

今後は、この『みんなの想い集』を踏まえて、

市全体の「まちの将来像」とカテゴリーごとの具体的な目指すまちの姿「基本目標」

を検討していくことになります。

出来上がった総合計画が、文字通り、将来の長久手が目指す方向に向かって、

みんなで歩んでいくための『未来図』となるよう、

これからも多くの方の計画づくりへのご参加をよろしくお願いします。

※「大切にしたい５つのモノ」と「６つのカテゴリー」の詳細な意見は、Ｐ５以降に掲載しています。



3

（２） これまでの取組の概要

① 第１回ながくて未来図（総合計画）づくりキックオフパーティー

「未来の長久手、○○だったらイイネ！」をテーマにグループで話し合い、長久手市の理想

の将来像について話し合いました。

■概要

② 第２回ながくて未来図（総合計画）づくりキックオフパーティー

「ご近所自慢＆挑戦！エリアプロモーション」をテーマに、各小学校区ごとの魅力をグルー

プで話し合い、現状の長久手市の資源を考えました。

■概要

③ 知って、話して、考える Think Nagakute キャラバン

各小学校区ごとにワークショップを開催し、現状の課題等についてグループで話し合い、そ

の課題を解決するための“問いかけ”を考えました。

■概要

開催日時 平成29年５月28日（日） 10：00～12：00

開催場所 福祉の家 集会室

集めた意見の種類 「理想の将来像」に関する意見

参加人数 115人

開催日時 平成29年７月９日（日） 10：00～12：00

開催場所 西庁舎 ３階研修室

集めた意見の種類 「現状の魅力」に関する意見

参加人数 124人

開催日時及び場所

西小校区：平成29年8月25日(金) 19:00～21:00

西小校区共生ステーション

北小校区：平成29年8月27日(日) 10:00～12:00

北小学校 多目的室

南小校区：平成29年8月30日(水) 19:00～21:00

まちづくりセンター２階集会室

東小校区：平成29年9月2日(土) 10:00～12:00

福祉の家２階 集会室

市小校区：平成29年9月3日(日) 10:00～12:00

市が洞小学校 多目的室

長小校区：平成29年9月6日(水) 19:00～21:00

市役所西庁舎３階 研修室

集めた意見の種類 主に「現状の課題」に関する意見 （現状の魅力についても意見収集）

参加人数 243人
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④ 小中学生からの意見

市内の小学生・中学生を対象に、「まちの将来を考える「～だといいネ」」をテーマに、将来

の長久手市に関する意見を書いてもらいました。

■概要

⑤ 団体ヒアリング

市内で活動している市民団体にヒアリングを行い、活動を通じて感じる長久手の現状（魅

力・課題）や、将来の長久手の理想像について、意見をもらいました。

■概要

意見収集時期
①平成29年2～3月

②平成29年6～7月

対象者
①市内中学３年生

②市内小学６年生・市内中学生（全学年）

集めた意見の種類 「理想の将来像」に関する意見

人数 合計2,962人

意見収集時期 平成29年9月

対象団体

30団体

【子育て・教育分野】7団体

学童父母会（長久手、長久手北、長久手南、市が洞）、希望の会、ウェ

ンディの箱、長久手点字サークル

【福祉・健康分野】9団体

長久手市身体障害者協会、ほっとクラブ、社会福祉法人日本介助犬協会

長久手市民生委員児童委員協議会、NPO法人つづら、がんこおやじの会、

なごみ、ながくてすこやかメイト、長久手市食生活改善推進委員

【つながり・安心安全分野】7団体

リニモ沿線合同大学祭実行委員会、長久手市観光交流協会、ういういの

会、長久手南小学校区防犯パトロール連合、上川原防犯パトロール、西

小学校区防犯コミュニティ、長久手市文化の家フレンズ

【みどり・環境分野】7団体

香流川をきれいにする会、長久手湿地保全の会、NEXPO（長久手・万博

継承会）、食と農を考える会、ながくて里山クラブ、長久手みなみ里山

クラブ、平成こども塾サポート隊

集めた意見の種類
①「現状の魅力・課題」に関する意見

②「理想の将来像」に関する意見



5

２ みんなの想い集

～カテゴリーごと意見～

吹き出しの凡例

第１回ながくて未来図

（総合計画）づくり

キックオフパーティー

第２回ながくて未来図

（総合計画）づくり

キックオフパーティー

知って、話して、考える

Think Nagakute

キャラバン

小中学生からの意見 団体ヒアリング
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「大切にしたいモノ」へのみんなの想い

「笑顔」「あいさつ」「役割」「つながり」「愛着」については、多くの方から意見が

出され、これからの長久手市のまちづくりにおいて、特に大切にするとともに、より浸透

させていくことが求められます。

① 現状に関する意見

《魅力》

《課題》

「笑顔」「あいさつ」「役割」「つながり」「愛着」については、現状でも

長久手市の魅力として認識されている様子が伺える意見が多くありました。

集まりが

日常になっている
子どもたちが元気に

あいさつをする

近所づきあい

がよい。

まちづくりに

興味がある人が多い

ふるさとだから

とにかく好き

近所の人が

やさしい
まちの人の挨拶、

笑顔が多くなった

定年後の人達の役割と

居場所になる場が多くある

人の繋がり

が強い

笑顔で「あいさつ」をし合うことはできつつありますが、転入者も多く、「つ

ながり」を持ち、ご近所で助け合う関係はまだ出来ていないかもしれません。ま

た、みんなのふるさとにするための、愛着の醸成も必要です。

子どもたちの

「ふるさと」になれるか

転入者が多いため、

郷土愛が十分に

醸成されていない

地域のつながりが

少ない

誰が引っ越してきたか

わからない

あいさつ運動は

とても大切

散歩している人と

顔見知りになって、

あいさつするなど

話す人が増えた

あいさつはするが、

それ以上のつきあいはない

長久手で育っていなくて

コミュニティがない

何かを頼めるほどの

近所付き合いがない
子ども達が大人になったとき、

このまちに帰ってきてくれるか



7

② 将来（長久手市が将来○○になったらいいね！）に関する意見

あいさつを基本としながら、子どもも大人も、笑顔で「つながり」を持ち

ながら、助けあえるまちが求められていることが読み取れます。

みんなで集まってご飯を

たべられるようなまち知らない人でもあいさつ

するときは笑顔であいさ

つできるといいネ

居場所が

あるまち

みんなニックネームで

言い合えるまちがいい

ネ

あいさつできるランキ

ング全国1位になると

いいネ 自分の子ども、孫たちが

「大好き」

と言えるようなまち
あいさつが

できるまち

派手なまちより人と人が

支え合ってあたたかく平

和なまちがいいネ

市民が笑顔で

イキイキしているまち

帰りたくなるまち

みんなが

信頼し合えると

いいネ

近所でバーベキューが

できるほど仲良くなれ

るまちになっていたら

いいネ

雰囲気があたたかかく

みんな毎日笑顔のまち

がいいネ

「まずは笑顔でこんにちは」が

浸透しているまち

昔ながらの

「向こう三軒両隣」

があるまち
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カテゴリー１ 「人づくり」へのみんなの想い

「まちづくり＝人づくり」。住みよいまちは、「人が育つまち」だと考えます。子ども

から高齢者まで、それぞれがさらに育ち、活躍するまちとなること、人と人とがつながり

地域コミュニティを活性化させることについての意見が多く出されました。

① 現状に関する意見

《魅力》

《課題》

地域スマイル

ポイントが

活動のきっかけ

になる

まちづくりに

熱心な人が多い

住民が若い

素敵なボランティア

さんが多い

シニア会の

活動が活発
市民活動がしやすい

環境である

地域に熱い想いを

持つ若者がいる

子どもを預けて、

お母さんが活躍

できない

子育て世帯が多く、

日常の生活に追われ、

地域活動への参加が

難しい

高校生、大学生を

巻き込めていない

もう少し学校が

地域に開かれている

と良い

自治会、PTA、子供会

の担い手不足

地域のことに興味がない、

また地域のことをわずらわ

しく感じる人も多い

幅広い層がまちづくりに関わっていることをまちの魅力とする意見が多い

です。ボランティア活動をしている人も多く、活動環境も整備されつつある

ことがうかがえます。

地域活動への参加意識に差があることが課題として多くあげられています。

また、各世代ごとの活躍の場やまちづくりへの参加機会が求められています。

によって活出ていることが課題です

どの行事へ参加して

も同じ人ばかり

参加している

まちづくりに

住民がたくさん

参加している

活動している人と

そうでない人の

差が大きいと感じる

高齢者の働く場所

や活躍の場が

少ない
定年退職者で、

関わりがなく、

引きこもってる人が

多い
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② 将来（長久手市が将来○○になったらいいね！）に関する意見

自分から「やろう」

とチャレンジできるまち

だといいネ

大学生も

活躍できる

市だったらいいね！

向こう三軒両隣

との交流ができる

生徒がまちについて

話し合う場があると

いいネ

市民同士が楽しくふれ

あえたり、交流できる

施設があると

いいネ

長久手市全体で、縦・横のつながりができて、地域で様々な交流や助け合

いが生まれていると良い、という意見が多くなっています。

また、そのための環境整備も求められています。

子どもを中心に、西に住む

人と東に住む人の交流が

進んでいると良い

市民の人材育成を

図る機会がもっと

増えると良い

小学校区ごとのまちづくり

を推進し、地域活動が活性化

されるまち

高齢者が働く

場所があるまち

地域の人同士の交流が

もっとふえると

いいネ

市内の小中学校が

関わりを持てると

いいネ

ボランティアが活躍

できる場がもっと増え

るといい

子どもたちが

楽しく学校に通える

まちがいいネ

子どもから高齢者まで

どの年代も助け合い、

住みよいまちになると

いいネ

いつでも人と人とが

助け合えるチーム力の

あるまちになると

いいネ
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カテゴリー２ 「子ども」へのみんなの想い

「子は宝」。子育てを支援する行政サービスを求める意見も多いですが、地域ぐるみで

「子育て」をしていくための雰囲気の醸成を求める意見も多くありました。

① 現状に関する意見

《魅力》

課題

若い方は子どもの

つながりで地域に

参加している

子どもが多く、

活気がある

児童の通学を

見守る人が多い

新しい保育園

がある

子どもが遊ぶ

ところがある
閑静なまちで

子どもの教育に

適している

公園で子どもが

いっぱい遊んでいる

不登校気味の

子どもの居場所

人口増加に

子育て支援が

追い付いていない

同世代のつながりが

少なく、将来の子育て

が不安

サークルやＰＴＡに

参加できないママやパ

パは、地域の繋がりが

できない

学校の時間外の子ども

たちの遊び場がない

ことが不安

子ども達は大きく

なると市外に出て

いってしまう

子どもが多く、子どもを通じて色々なつながりが生まれています。また、

見守り活動や施設整備を進めています。

子どもたちの居場所の整備はもちろん、子育てをするパパママの居場所や、

気軽に相談できる環境、親同士がつながり合えることも求められています。

父親同士の

つながりが

少ない

子育てで悩みを抱える

お母さんたちの居場所

がない

働きながら子育てして

いると、突発事、

子どもと仕事のバラン

スがとれない
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② 将来（長久手市が将来○○になったらいいね！）に関する意見

保育施設が

たくさんあるまち

だといいネ

子どもにとって

住みやすい街

子育ての街

子ども達が楽しく

学校に通えるような街

たくさんの子どもたち

が遊べる場所が

多いといいネ

子どもたちが外で

元気よく遊んでいる

まちになると

いいネ

子育てしやすい

コミュニティの

活性化

子どもが放課後に

安心して過ごせる

場所があるまち

子どもたちが、

すくすくと育つ

まちだといいネ

若い世代に

（子育て等の）情報が

届くよう情報インフラ

が整備されたまち

子ども達が楽しく笑顔でのびのびと生活する将来が求められています。ま

た、保育園等の施設整備の充実も意見として挙げられています。

子ども達の笑顔が

たくさんあるまち幼稚園、保育園

に入りやすくなると

いいネ
子供の笑い声が

聞こえるまちがいいネ

子育てしやすい

明るい街がいいネ
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カテゴリー３ 「自然環境」へのみんなの想い

「長久手の自然は財産」。まちと自然がバランス良く共存しているところを長久手の魅

力だと感じている人が多く、後世に受け継いでいく必要があるとの意見が多く挙げられ

ています。自然と一口に言っても、「里山」「農業」「自然環境」「水辺環境」「低炭素社会」

「景観」等のキーワードが読み取れる様々な意見がありました。

① 現状に関する意見

《魅力》

《課題》

長久手市には多くの自然が残されており、財産となっています。まちと自然と

の共存を長久手市の魅力として、守り続ける必要があります。

耕作放棄地の増加や獣害が課題として多く挙げられました。また、農業の後継者

や里山文化の継承など、次世代に豊かな自然を残すための策が求められています。

香流川があり、

春は桜がきれい

ホタルが

いる

自然も多くあり、

大切にしている

人が多い

まちなみが

きれい

自然との共存

ができている
田んぼがたくさん

あって季節を

感じられる

農業の後継者

不足

子どもが自然と

ふれあう場が少ない

香流川の治水

名古屋市近郊

なのに自然が

たくさんある

湿地は長久手市の

自然財産里山が残っ

ている

市の東部に自然がたくさ

んあることが当たり前だ

と思っている市民が多く、

価値を感じていない

イノシシ等の獣害

が多くなっている。

東部の自然

（里山、湿地等）は

人の手がないと

保っていけないが、

手が回っていない

田んぼや林が

減ってきている

里山文化を引き継ぐ

若者が少ない

耕作放棄地が

増えている
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② 将来（長久手市が将来○○になったらいいね！）に関する意見

緑いっぱい、

おはようの挨拶が

できる街

今の自然を、長久手市の財産として、後世にも残していくことが求められ

ます。そのためには、今以上に自然を大切にする心が必要だということが読

み取れます。

まちなかに農や緑がた

くさんできたら

いいな！

自然がいっぱい、

みんな仲良し

自然あふれる

豊かなまちになっ

ていたらいいネ

自然が多く、川の

きれいなまちがいいネ

都市と田舎

どちらもあると

いいネ

自然が多く、子供から

老人まで住みやすい町

がいいネ

田園風景、

畑が広がる町が

いいネ

緑の多い

まち

香流川を中心とし

た自然豊かで、緑あ

ふれるまち

「香流川を活かした

まちづくり」が根づき、

長久手の風土、

アイデンティティ

となるまち

里山が維持

されたまち

西部では、みどりの「量」、

東部では、みどりの「質」

が保たれたまち

他の生き物も暮らせる

場所がたくさんあると

いいネ

持続可能な

まちがいいネ

市内外の都市部の人たち

が、”農”を楽しめるような

仕組みをつくりたいエコで地球に優しい

まちだといいネ

ゴミがなく、

きれいで住みやすい

まちだといいネ
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カテゴリー４ 「生活」へのみんなの想い

「みんなの日々の”暮らし”を守る」。市民のみんなが安心して暮らし続けることが出

来るよう、生活基盤の構築に関する意見が多くありました。具体的には、「地域福祉」「高

齢者」「障がい」「健康」「地域医療」「防犯」「防災」等のキーワードが読み取れる様々な

意見がありました。

① 現状に関する意見

《魅力》

《課題》

福祉への支援が充実しています。また、災害の不安の少なさや地域医療の

充実も魅力です。

高齢化の進展による対策が求められています。住み慣れた地域で安心して

暮らすには地域で助けあう「地域福祉」の推進も求められています。

福祉団体の活動に

対し、一定の理解や

支援がある

介助犬の

認知度が高い

同じ地域で顔見知りになり、

助け合うことが

まだ出来ていない

介護者・支援者の

高齢化 孤独死への

不安

まちのパトロール

をしている人が

いる

災害の不安が

少ない

CSW（コミュニティ・

ソーシャル・ワーカー）

さんがいる

病院が多く、

お医者さんも

多い

福祉行政が

行き届いている

犯罪（空き巣等）

が多い

独居高齢者、

後期高齢者の

増加

車に乗れなくなった

時の交通手段

健康寿命を延ばすために、

何をしたらいいかわからない

災害時の

対応

障がいを持つ方と

行政、家族等のつな

がりがない

必要な人に

必要な情報が

届いていない

運動する

機会がない

一気に高齢化した

とき、くらしはどう

なるか
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② 将来（長久手市が将来○○になったらいいね！）に関する意見

助けが必要な人もいきいきと役割を持ちながら、市民みんなが安心して暮

らすことができるまちづくりが求められます。

人助けができて

犯罪などが無い町

がいいネ笑顔がいっぱいで、

犯罪や事故がない

町になったいいネ

スポーツが盛んなまち

になったらいいネ

高齢者がひとりぼっちに

ならず、子どもたちと高齢者

が楽しくふれあえると

いいネ

みんなが長生き

しているまちが

いいネ

高齢者、障がいのある方、

健常者全員が当たり前の

生活を過ごし、

笑顔が絶えないまち

高齢者にやさしい

まちがいいネ

防災意識が

高いまち

事故が少なくなっ

ていけばいいネ

災害のない町に

なったらいいネ

障害がある人でも

安心して暮らせる

といいネ

医療が発達して

いるといいネ

福祉サービスが充実し、

弱者にもやさしいまち

であってほしい

住み慣れた自宅で

医療や介護が受け

られるまち

障がい児に対して、

特別な集まりの必要

のないくらい理解が

進んだまちになると

いい

支援の必要な人たちを

地域住民みんなで支え

合える近所付き合いが

したい

障がいのある人と

そうではない人と

分けるのではなく、

多種多様な市民誰もが

そのまま認められるまち
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カテゴリー５ 「交流」へのみんなの想い

「交流が、日々の生活に潤いを与える。」長久手市の歴史史跡や伝統文化を魅力と感じ

ている方が多くいます。そうした資源を活かし、さらなる交流が生まれるまちが求めら

れています。

① 現状に関する意見

《魅力》

課題

長久手市には昔からの歴史や伝統が受け継がれています。また、福祉の家

や文化の家等の交流・文化施設を魅力として感じている方が多くいます。

歴史や伝統の承継や、長久手市の良いところを伝えていくシティプロモー

ションや、さらなる交流を生む環境整備が求められています。

歴史がある

福祉の家や

温浴施設が

ある

小牧・長久手の戦い

があったので、

史跡がある

文化活動が

盛ん

イベントが

多い

昔ながらの

お祭りがある

資源（ヒト・モノ・コト）

が市内にたくさんある

文化の家を中心

に、催しが充実し

ている

宿泊できる施設

がない

情報発信能力が

低い

文化の家の催しに

新規客を呼び込む

ことができるか

大学との連携

が少ない

室内で遊んだり、

交流できる

施設が少ない

若い人達に歴史や

伝統は受け継がれ

ている？

大規模店舗に多くの人

が来てくれるので、市内

にお金を落としてくれ

る仕組みが必要
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② 将来（長久手市が将来○○になったらいいね！）に関する意見

様々な場所で、スポーツや文化活動が行われ、活気のある楽しいまちが求

められています。また、歴史や伝統文化を受け継いでいくことも必要です。

にぎやかで楽しい

まちがいいネ

サッカーコートな

どの施設が充実し

ていたらいいネ

お祭りとか

伝統が守られると

いいね！

長久手の歴史ある場所

を使った、地域の人が

気軽に参加できるイベ

ントがたくさんあると

いいネ

「文化の家」のような

文化施設が増えると

いいネ

みんなが楽しめる

観光地が増えたら

いいネ

今よりも

楽しい場所が増える

といいネ

活気あふれる

まちがいいネ

図書館の蔵書数が

もっと増えると

いいネ

もっといろんな

スポーツできる

場所があるといいネ

長久手市の伝統文

化が残っている

まちがいいネ

自然を生かした

アスレチックが

あったらいいネ

長久手を代表する

食べ物や、観光スポ

ットがもっとある

といいネ

文化の家が大きくなって、

たくさんのオケや有名な

団体が森のホールに足を

運んでくれるような音楽

がさかえるまちがいいネ
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カテゴリー６ 「都市整備」へのみんなの想い

「人口増加への対応と人口減少を見据えての整備。」計画的な都市整備がされてきてい

おり、住環境が整っていることが魅力だと感じている人が多くいます。一方で、急激な

人口増加への対応や将来の人口減少も見据えた都市整備も同時に求められています。

① 現状に関する意見

《魅力》

《課題》

整備された住宅地や交通アクセスが魅力として挙げられています。また、

マンションや住宅整備が進み、人口が増えている点も魅力とされています。

地区によっては、交通が不便な所や渋滞が多発しているとの意見が多くあ

ります。公共交通を活用した移動しやすいまちへの整備が求められています。

あります。また、空き家も増えており、対策が求められます。

閑静な住宅地

交通が便利

まちがきれいに

区画されている

大型マンション

たくさん

公共施設が

多い

新しい家がたくさん建

って、まだまだ人口が

増えている

道幅が広い

Ｎバスがもう少し

本数増えれば

交通の便が

イマイチ

車がないと

不便なことも多い

リニモが不便

道路が整備

されていない

ところがある 古いまちの道が

狭い

歩道が整備されて

いて歩きすい

これ以上発展しな

い方がいいと思う

インフラ整備が

人口増加に追いつ

いていない
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② 将来（長久手市が将来○○になったらいいね！）に関する意見

誰もが安心して外出でき、様々なところに出かけられる交通整備・都市整

備が求められます。

どこへ行くにも

便利な街

美しい住みやすい

環境づくり

車が無くても生活

しやすいまち

高齢者が行事に

行きやすいよう、

Nバスの充実

市民が生活しやす

いような市内交通

機関の整備
歩道のでこぼこが

なくなるといいネ

交通やサービスがきち

んと整備してあり、

なおかつ環境に配慮し

たまちがいいネ

自転車も歩行者も

車も安心して、

それぞれ走れると

いいネ

もう少し横断歩道

があったらいいネ

みんなが遊べる

公共施設が増える

といいネ
歩道が広いと

いいネ

道路が多くて

車が混みにくい

といいネ

「都会過ぎず、田舎過ぎず」

の状態を継続できたら

いいネ

高齢者に優しい

交通機関が増えている

といいネ 自転車がまちの

主要な交通手段

になると

いいネ


